








給食施設従事者研修会を終えて

研修報告

研修報告

相談支援従事者初任者研修を受けて

施設の栄養士や給食担当者等を対象とした研修会が9月16

日に鹿児島市中央公民館にて行われました。講師に池田京

子氏を迎え、「多様な特性に配慮した食支援～専門職として

のスキルアップを目指して～」をテーマに講演が行われまし

た。栄養教育の概要や特別な支援を必要とする人たちへの

理解と栄養教育について等、事例を交えながら話して頂き

ました。事例では、現場で実際に見られる場面と似たような

例も挙げられており参考になりました。事例を通して日頃の

9/2、9/5、9/22に表題の研修に参加させていただきました。2月

の研修同様にコロナ禍のため、動画配信での研修となりました。

普段の支援の基礎となる「サービス等利用計画・個別支援計画」

の意義・作成手順等を学びました。研修を通して、計画の重要性

をスタッフ全員が再認識し、スタッフ間の意識共有の必要性を感

じました。日々の業務に追われていると、一つ一つの対応の意識

還暦、古希、喜寿を迎えました。おめでとうございます！長寿祝い
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お悔み

昭和四十二年に入所され、木工班で木工品製作を
されていました。生活介護班に移ってからも、体操や
レクリエーションなど楽しそうに参加されていまし
た。美空ひばりさんが大好きで、音楽をかけるとと

ても嬉しそうにされていました。よく周りの利用者
や職員に冗談をしてはニコニコと笑っていたことが
昨日のように思い出されます。在りし日の姿を偲び、
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

Yさん　(享年七九歳)

検討内容では、利用者さんの食事形態や量、栄養面を検討

する事が多く、食事の際の行動に注目して支援を検討する

事が少なかったと気付きました。

今後は、状況を観察し気付きや疑問を見つけ、栄養士や看

護師、他の職員等と情報共有や連携を図り、利用者さんが

より楽しく食事ができる時間を作っていきたいと思います。

wr i t e r :  大辻 理紗

が薄れてしまいそうになりますが、基本に立ち返り、利用者さん

目線の対応を心がけて行けたらと感じました。また、個別支援計

画の作成にあたり利用者さん一人一人の求めている物の本質を

見抜き、その方にとって最大限の幸福になるような計画、支援を

行っていくことが必要だと感じました。

wr i t e r :  大辻 博幸








